


令和７年度 工　事　設　計　書 Ｎｏ． 標識・標示第22号

工事名 ：

工事場所：

請　負　工　事　費 増　減　変　更

契　約 　竣　工
着　工 　延　期

単価適用月：令和７年８月
週休２日工事（発注者指定型）

道 路 標 示 補 修 工 事

岡山市北区南中央町地内（国道30号)外

¥32,461,000
増 減 更正



工事設計統括表

号 岡山市北区南中央町地内（国道30号）外

（単位：円）

区別

①　路上標識工事

①’ うち大型標識柱材料費

②　路側標識工事

③　標示工事

④　廃材処理 単価 週休2日補正係数

⑤　交通誘導員　Ｂ 16,100 × 1.02 × 人

（Ａ）　直接工事費計 ①＋②＋③＋④＋⑤

共通仮設費対象額 （Ａ）－①’

α 共通仮設費率＝{率標準値×施工地域補正係数}×週休2日補正係数

  ( 17.10 ) ={( 12.09 )×( 1.40 )}×( 1.01 )   

（Ｂ）　共 通 仮 設 費 共通仮設費対象額×α

（Ｃ）　純 工 事 費 （Ａ）＋（Ｂ）

現場管理費対象額 （Ｃ）－①’

β 現場管理費率＝{率標準値×施工地域補正係数}×週休2日補正係数

  ( 52.94 ) ={( 43.25 )×( 1.20 )}×( 1.02 )   

（Ｄ）　現 場 管 理 費 現場管理費対象額×β

（Ｃ）＋（Ｄ）

一般管理費対象額

γ 一般管理費率＝率標準値＋契約保証費補正値

( 20.17 ) = ( 20.13 )＋( 0.04 )

一般管理費対象額×γ

（Ｇ）　スクラップ損料

　 （Ｅ）＋（Ｆ）＋（Ｇ）

（単位：円）

税率 ％

工 事 番 号 工　　 事　　 場　　 所

7-22

内　　　　　容 金　　　　額 週休2日関係 月単位

直接工事費 12,460,794

金銭的保証

人数

1,254,640 76.4

13,715,434

13,715,434

市街地(DID補正)

2,345,000

16,060,434

16,060,434

市街地(DID補正)

8,502,000

（Ｅ）　工　事　原　価 24,562,434

24,562,434

間接工事費

（Ｆ）　一 般 管 理 費 等 4,947,566 -6,676

　工　事　価　格 29,510,000

消費税及び地方消費税相当額 2,951,000 10

請　負　工　事　費 32,461,000



工事設計内訳書：道路標示補修工事第22号

仕　　様 数量 単位 単価 金額 備考

溶融式 厚1.5mm 幅15cm 白色 5.0  ｍ 353 1,765

溶融式 厚1.5mm 幅15cm 黄色 723.1  〃 433 313,102

溶融式 厚1.5mm 幅15cm 白色 1,658.8  〃 388 643,614

      〃 溶融式 厚1.5mm 幅30cm 白色 10.5  〃 686 7,203

      〃 溶融式 厚1.5mm 幅45cm 白色 4,433.6  〃 905 4,012,408

矢印・文字 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 5,881.8  〃 647 3,805,524

      〃 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 黄色 93.8  〃 728 68,286

貼付式 幅45㎝ 樹脂製ﾘﾌﾞ 58.6  〃 37,700 2,209,220

グリーン標示 溶融式 厚1.5mm 幅30cm 緑色 3.6  〃 2,250 8,100

      〃 溶融式 厚1.5mm 幅45cm 緑色 3.6  〃 3,360 12,096

抹消 幅15cm換算 277.6  〃 554 153,790

抹消（排水性）規模600ｍ未満 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式 15㎝換算 600.0  〃 932 559,200

視覚障害者用道路横断帯 抹消 樹脂製リブ貼付用 幅15㎝換算 31.6  〃 1,960 61,936

自転車マーク 溶融式 １日20箇所以上 107.0  個 5,650 604,550

　　直接費合計 12,460,794

1/ 1頁 岡山県警察本部交通部交通規制課

品　　名

1. 道路標示工事

実線

      〃

ゼブラ（横断線）

視覚障害者用道路横断帯(抹消後目止めあり)



   道路標識・標示仕様書の特記及び追加事項は、特記仕様書のとおりとする。 

特  記  仕  様  書  

 

  工 事 番 号                       標識・標示第22号 

   

工 事 名                       道路標示補修工事  

     

工 事 場 所                       岡山市北区南中央町地内（国道30号）外 

 

 

 

 

 

 

 

項   目 特  記  事  項  

・安全対策関係 

 

 

 

・設計積算関係 

 

 

・黄色標示に使用する材料について 

 

 

・工事施工箇所 

 

・下請負に付する場合について 

 

 

・週休２日工事の実施について 

・ 本工事の施工に当たっては、交通整理員を適切に配置し、一般交通等に支障を及ぼさないように十分注意

して施工するものとする。 

  なお、本工事の交通整理員として延べ ７６．４０人を見込んでいる。 

 

・ 適用単価地区は、岡山市（旭川以西）を採用している。 

 

 

・ 路面標示用塗料のうち黄色塗料については、鉛・クロムフリー黄色塗料を使用すること。 

 

 

・ 岡山中央、岡山東、岡山西、岡山南、赤磐、備前、瀬戸内警察署管内 

 

・ 受注者が工事の一部を下請負に付そうとする場合は、あらかじめ下請負人選定一覧届出書等を提出する 

こと。 

 

・ 本工事は、「発注者指定型」による岡山県週休２日工事（以下「週休２日工事」という。）の対象工事で

あり、実施に当たっては、本特記仕様書によるほか、別に定める「岡山県週休２日工事実施要領」によるも

のとする。 

１ 定義 

(1)  週休２日工事における「週休２日」とは、対象期間において、原則として土・日曜日を休日として確

保し、現場を完全閉所することをいう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項   目 特  記  事  項  

 (2)  「対象期間」とは、現場着手日（準備工事を除く。)から現場完成日までをいう。なお、対象期間内に

は、計２日の休日と計６日の開所日を有する連続した８日間の期間を１回以上含むものとする。 

(3)  「完全閉所」とは、現場事務所での事務的作業を含む、工事現場における全ての作業を中断し、現場を

閉所とすることをいう。 

(4)  「通期の週休２日の達成」とは、対象期間における土・日曜日の日数と等しい休日である土・日曜日の

日数（発注者が認めた振替日を含む。）を確保し現場を完全閉所した場合をいう。 

(5)  「月単位の週休２日の達成」とは、通期の週休２日を達成した工事で、かつ、振替日を設定したときに

は、振替日を作業を行う土・日曜日の前後１週間以内に確保し、現場を完全閉所した場合をいう。 

(6)  「完全週休２日（土日）の達成」とは、対象期間全ての週において、休日を土・日曜日に指定し、１週

間に２日以上現場を完全閉所した場合をいう。ただし、受注者の責によらず土・日曜日に施工を行わざ

るを得ない場合は、土・日曜日に代わる曜日（以下、「指定曜日」という。）を指定し、現場を完全閉

所するものとする。 

２ 実施方法 

(1)   受注者は、契約後速やかに、監督員と週休２日の内容として、完全週休２日（土日）、月単位もしく

は通期の週休２日のいずれかを実施するか工事打合簿等により協議するものとする。また現場着手前に

工事打合簿に休日を明示した休日等取得計画表（以下「計画表」という。）を添付し監督員の承認を受

けるものとする。 

(2)   受注者は、地元条件や天候等によりやむを得ず土・日曜日もしくは指定曜日に作業を行う必要が生じ

た場合は、振替日を設定し、事前に監督員と工事打合簿等により協議し、承認を受けるものとする。 

(3)   受注者は、週休２日工事である旨を工事看板等で現場に掲示するものとする。 

３ 実施報告 

(1)   受注者は、現場完成後速やかに、計画表に対象期間内の休日の取得実績を記入したものを、監督員に

提出しなければならない。 

(2)   受注者は、前項の計画表の提出と併せて休日の取得実績が確認できる書類(工事日誌、出勤簿等当該現

場を完全閉所したことを確認できるものに限る。)を提示し、監督員の確認を受けなければならない。 

４ 経費の補正 

  月単位の週休２日を達成した場合の補正係数を各経費に乗じて予定価格を算出しており、完全週休２日

（土日）を達成した場合は、精算時に補正係数を完全週休２日（土日）を達成した場合の補正係数に変更す

る。また、月単位の週休２日を達成することができなかった場合は、補正なしとして変更する。 

５ その他 

  「岡山県週休２日工事実施要領」及び休日等取得計画表などの参考資料については、岡山県土木部技術管

理課ホームページを参照するものとする。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



項   目 特  記  事  項  

・情報通信機器の活用等による兼任

制度について 

・ 本工事に配置する主任技術者又は監理技術者が建設業法第26条第３項第１号の規定により他の工事と兼務

する場合又は建設業法第26条の５に規定する要件を満たすことにより営業所に専任で配置される技術者と

兼務する場合は、建設業法施行規則第17条の２第１項第５号又は第17条の５第１項第５号に規定する人員の

配置を示す計画書を本工事の契約の締結時（工期の途中で兼務する場合は兼務を開始する日までに）に提出

すること。 

 

  また、本工事が一般競争入札（条件付）により契約が締結される場合は、入札公告において建設業法第26

条第３項第１号に規定する主任技術者又は監理技術者の配置が認められる場合に限り、営業所に専任で配置

される技術者が建設業法第26条の５に規定する要件を満たすことにより本工事の技術者と兼務することが

できる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



No.1

番号 仕様 数量 実延長(m) 施工延長(m) 換算長(m) 材料延長(m)

1 溶融式 厚1.5mm 幅15cm 白色 1 5.00 5.00

2 溶融式 厚1.5mm 幅15cm 黄色 1 3.10 3.10

2 溶融式 厚1.5mm 幅15cm 黄色 2 720.00 720.00

3 溶融式 厚1.5mm 幅15cm 白色 57 1658.80 1,658.80

4 溶融式 厚1.5mm 幅30cm 白色 1 10.47 10.47 10.50 10.50

5 溶融式 厚1.5mm 幅45cm 白色 116 3298.50 3,298.50

5 溶融式 厚1.5mm 幅45cm 白色 320 1135.10 1,135.10

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 128 16.51 2113.28 19.80 2,534.40

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 133 18.64 2479.12 22.30 2,965.90

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 15 6.66 99.90 7.90 118.50

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 12 8.91 106.92 10.60 127.20

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 13 6.25 81.25 7.50 97.50

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 2 5.00 10.00 6.00 12.00

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 8 0.47 3.76 0.50 4.00

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 1 1.88 1.88 2.20 2.20

6 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 白色 3 5.65 16.95 6.70 20.10

7 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 黄色 2 19.34 38.68 23.20 46.40

7 溶融式 厚1.5mm 幅15㎝換算 黄色 2 19.80 39.60 23.70 47.40

8 貼付式　幅45cm 樹脂製ﾘﾌﾞ(抹消後目止めあり) 5 58.60 58.60

9 溶融式 厚1.5mm 幅30cm 緑色 4 3.60 3.60

10 溶融式 厚1.5mm 幅45cm 緑色 2 3.60 3.60

11 幅15cm換算 2 6.20 6.20

11 幅15cm換算 1 3.10 3.10

11 幅15cm換算 4 115.50 115.50

11 幅15cm換算 5 56.10 56.10

11 幅15cm換算 2 18.64 37.28 37.28

11 幅15cm換算 2 6.66 13.32 13.32

11 幅15cm換算 3 8.91 26.73 26.73

11 幅15cm換算 1 19.34 19.34 19.34

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 1 33.00 33.00

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 2 43.20 43.20

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 1 6.66 6.66 6.66

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 2 8.91 17.82 17.82

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 1 6.25 6.25 6.25

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 4 12.02 48.08 48.08

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 4 13.80 55.20 55.20

図示 右(左)矢印/図示

道路標示補修工事総括表：7-22

品名

実線/通行帯

実線（巾15㎝）黄色/図示

実線/はみだし禁止

ゼブラ（横断線）/自転車横断帯

止まれ強調表示 (2.50m)/図示

ゼブラ（横断線）/横断歩道

ゼブラ（横断線）/停止線

横断歩道 予告マーク/予告

図示 止まれ/止まれ

(抹消)実線（巾15㎝）白色/図示

図示 直右(左)矢印/図示

図示 直進矢印/図示

図示 原付滞留帯枠 (5m)/図示

図示 停止位置ﾏｰｸφ30㎝/図示

図示 停止位置ﾏｰｸφ60㎝/図示

図示 止/図示

図示 速度30/図示

図示 速度40/図示

視覚障害者用道路横断帯（45㎝）/図示

グリーン標示（30㎝）/図示

グリーン標示（45㎝）/図示

(抹消)図示 直進矢印/図示

(抹消)実線（巾15㎝）黄色/図示

(抹消)抹消/横断歩道

(抹消)抹消/停止線

(抹消)図示 止まれ/止まれ

(抹消)図示 右(左)矢印/図示

(抹消)図示 直右(左)矢印/図示

(抹消)図示 速度30/図示

(抹消)抹消（排水性）/横断歩道

(抹消)抹消（排水性）/停止線

(抹消)図示 右(左)矢印/図示

(抹消)図示 直右(左)矢印/図示

(抹消)図示 二輪/図示

(抹消)図示 四輪/図示



No.2

番号 仕様 数量 実延長(m) 施工延長(m) 換算長(m) 材料延長(m)

道路標示補修工事総括表：7-22

品名

12 ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算 2 16.13 32.26 32.26

13 樹脂製リブ貼付用 幅15㎝換算 2 31.60 31.60

14 溶融式　1日20箇所以上 107 1.53 163.71 163.71

延長(m)合計 12603.46 13,587.75

※　溶融式の文字・数字・記号については、重複施工する部分を平均20%と見込み、これを施工実施長に加えた値を材料の使用量として単価を算出するものとする。

(抹消)図示 右(左)折禁止/図示

(抹消)視覚障害者用道路横断帯（45㎝）/図示

自転車マーク/自転車マーク



No.1

番号
数
量

材料延長(m)
単
位

備考

1 1 5.00 ｍ

2 3 723.10 ｍ

3 57 1658.80 ｍ

4 1 10.50 ｍ

5 436 4433.60 ｍ

6 315 5881.80 ｍ

7 4 93.80 ｍ

8 5 58.60 ｍ

9 4 3.60 ｍ

10 2 3.60 ｍ

11 20 277.57 ｍ

12 17 242.47 ｍ

13 2 31.60 ｍ

14 107 163.71 個

13587.75

ゼブラ（横断線）/溶融式 厚1.5mm 幅30cm 白色

工事設計ｍ換算表：7-22

部材名称

実線/溶融式 厚1.5mm 幅15cm 白色

実線/溶融式 厚1.5mm 幅15cm 黄色

ゼブラ（横断線）/溶融式 厚1.5mm 幅15cm 白色

※　ｍ換算表の番号に示す仕様と総括表の同一番号に示す仕様が、それぞれ対応するものとする。

ゼブラ（横断線）/溶融式 厚1.5mm 幅45cm 白色

矢印・文字/溶融式 厚1.5mm 幅15cm換算 白色

矢印・文字/溶融式 厚1.5mm 幅15cm換算 黄色

視覚障害者用道路横断帯/貼付式　幅45cm 樹脂製ﾘﾌﾞ(抹消後目止めあり)

グリーン標示/溶融式 厚1.5mm 幅30cm 緑色

グリーン標示/溶融式 厚1.5mm 幅45cm 緑色

抹消/幅15cm換算

抹消（排水性）/ｳｫｰﾀｰｼﾞｪｯﾄ式　15㎝換算

視覚障害者用道路横断帯 抹消/樹脂製リブ貼付用 幅15㎝換算

自転車ﾏｰｸ/溶融式　1日20箇所以上

延長(m)合計


